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論 文

日本の 図書館に お け るマ イ ク ロ 資料 の 保存の 現状

質問紙 に よる大学図書館 と都道府県立図書館の
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　本稿の 目的 は、4 年制大学 図 書館、大学院大学図書館 国立国会図書館 都道府県立図

書館 に 悉皆質問紙調査 を 行 う こ と に よ り，口 本 の 図 書館 に お け る マ イ ク ロ 資料 の 保存 の 現

状を把握す る こ とで あ る 。 902 件 〔回収率 62．8％） の 有効回答 と予備調 査 4 件の 合計 906

件を分析 した 結果 回 答館 の 52．3％ に あたる 474館がマ イク ロ 資料を所蔵 して い た 。 マ イ

ク ロ 資料 を 所蔵 して い る 回答館 の うち，47．5％ が マ イ ク ロ 資料 を 長 期 保 存の 媒 体 と位 置付

け，3D．0％ が 1年 に 1回 程度以上の 頻度 で 受け入れを続けて い る こ と，11，4％ の 図書館 で

所蔵 数 が 把 握 で きて い な い こ と，44．3％ の 図 書館 で 代表的な劣化 で あ る ビ ネガー
シ ン ドロ

ー

ム が発生 して い る が，24 時間の 空調管理 は 31．6％，湿度設定は 22．7％ の み で 可 能で あ る こ

となどが明 らか に な っ た、ビ ネガー
シ ン ドロ

ー
ム は 加水分解 に よ り発 生，進行す る た め t

湿度の 管理 が 非常 に 重 要 と な る が，根 本 的 な対 策 で あ る 環 境改善が 進ん で い な い 現状が確

認 され た。
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1．図書館資料 としての マ イ ク ロ 資料

Ll 研究の 背景 ： マ イクロ資料 とは

　 マ イ ク ロ 資料は，図書館に お い て 紙に 次 い で 長

い 歴史を持ち，物理的な所蔵数 も．また圧縮 され

て い る とい う性 質上 そこ に 保存 され て い る 情報

量 も紙 に次 い で 多 い と推定 さ れ る 重要 な記録媒体

であ る。ス ペ
ー

ス の節約や コ ス ト効果に優れ、長

期的な保存に耐 えうる こ とか ら，保存 メ デ ィ アと

して 重要な位置を占め て きた c 現在は検索性 に も

優れ た デ
ー

タ ベ ー
ス に 置 き換 えられ つ つ あ る とは

い え，適切な環境であれば長期的に 保存で きる こ

とが わか っ て お り，また原資料が失われ て マ イク

ロ 資料 しか残 され て い な い と い う場 合 もあ る こ と

か ら，文化資産と して の価値を再認識する必要が

ある 。

　 マ イ ク ロ フ イ ル ム に は 感光材料の 違 い に よ っ て

い くつ か の 種類が あるが ，最 も一
般 的に使われ て

い る の は銀塩 フ ィ ル ム で ある 。 銀塩 フ ィ ル ム の 物

理 的な構造 を簡略 に 述 べ る と，支持体 （ベ ース ）

の 上 に 感光乳剤層 と呼ばれ る 画像が 形成さ れ る 層

が載 っ て い る 。 主な支持体の 材料に｝よ ニ トロ セ

ル ロ
ー

ス （以下 ，NC とす る ）， トリ ア セ テ ー
ト

セ ル ロ
ース （以 ド，TAC ），ポ リエ チ レ ン テ レ フ

タ レー ト （以下 ，PET ）があ り，それ ぞれ の 性質

が異なる こ とか ら，こ の 支持体に よ っ て 種類 を区

別する こ とが基 本で ある 。 NC は 1958年頃 まで

用 い られ て お り，機能性 は よ い が 発火性があ り，

ま た 通 常の 環境 で もゆ っ くり と加水分解が進 ん で

劣化 して い っ た 。 それ に代 わ り，安全な フ ィ ル ム

と して 難燃性 の TAC が開発 され，1954年以降，

徐 々 に NC か ら置き換わ っ た
1）
。　TAC は通常の 保

存環境で も期待寿命が ユ00年以上だ とされ，1990

午代前半ま で 主 に使 われて い た 。 現在で もカ ラ
ー

マ イ ク ロ フ ィ ル ム な ど に は 使われ て い る 。 PET は

よ り新 しい 種類の マ イ ク ロ フ ィ ル ム で ，後述 の ビ

ネガ ーシ ン ドロ ーム とい う劣化が発 生せず，期待

寿命が 500年とい う長期保存向きの 媒体 と して
z｝
，

国内で は 1980年代に使わ れ始め，1990年代以降

に
一

般的 とな っ た 。 製造業者大手の 富士 フ イ ル ム

は，1993年に 支持体の 材料 を PET へ と全面的に

切 り替えて い る
3）

。 形態と して は長 い フ ィ ル ム を

リ
ール に巻 い た ロ ール フ ィ ル ム と シー ト状 に カ ッ

トした マ イク ロ フ ィ ッ シ ュ が
一般的である 。

L2 　マ イクロ資料の劣化

　長期保存用 の 媒体 と して 開発 され た TAC で あ

る が，1970年代以降， ビネガーシ ン ドロ ーム と

い う劣化が生 じる とい う問題が世界各国で 指摘 さ

れ て きた 。 こ れ は加水分解が引 き起こ す 劣化現 象

で ，初めは酢酸臭が生 じ．徐 々 に歪み や収縮等 な

どの 物理 的劣化が生 じ，画像の 崩れや支持体の 破

壊 へ 進むと い うもの で ある 。 酢酸臭が 出始め るま

で の 期間は温湿度に よ り大きく異な り，密閉状態

で あ れ ば，温 度 24℃，相対湿度 50％ で 約 30 年，

30℃ 50％ で 15〜 20年，35℃ 70％ で は 約 6〜 7

年 と され て い る
4 ：

。一
度酢酸が発生 する とその 進

行 を止め る こ とは不可能で あ り，放酸処理を して

保存環境 を整 え て 延命 をは か りつ つ ．PET で 複

製する しか な い 。

　 日本で も，1989 年 に 国立 国会 図書館 （以 下 ，

NDL ）で 1950年代作製の TAC ベ ース の ネガ フ ィ

ル ム に ビネ ガ ーシ ン ドロ ーム が 発見 され，調 査特

別 委員会が設 置 された。同委員会は翌年の 中間報

告に おい て フ ィ ル ム の 巻 き返 し，検査，包材の交

換，適正 な環境 の 保管庫設 置な どを提案 し，NDL

は それ に 従 っ て 対策 を講 じた
゜’1
。また．1993年

に は劣化 に つ い て 新聞記事 に も大き く取 り ヒげ ら

れ た こ と もあ り，NDL の 資料 保存 シ ン ポ ジ ウ ム

の テ
ー

マ と して 取 り上げ られた り，図書館で 劣化

調査が行わ れる な ど，さまざまな取 り組みが進 ん

だ
61，

。 しか し，複製物 とい う認識が 強 い せ い か，

継続的な取 り組み が進ん で い る と は い い が た い 。

　日本国内の 図書館で マ イ ク ロ 資料の 収集が本格

的 に始 ま っ た時期が 1970年代で ある こ とを考え

る と，多 くの 図書館で は TAC と PET の 両方 を所

蔵 して い る と考えられ るが ，そ の うち の TAC に

は 現在 ビ ネガ ーシ ン ドロ ーム が 発 症 しつ つ あ る

可 能性が 高 い 。実際 に，2000 年代 に 入 り，NDL

の 関西館 へ の 資料移転 に 際 して 劣化調査 ・対策

が 行われ た り，第 18回保存 フ ォ
ー

ラ ム で マ イク

ロ 資料の 劣化が テ
ー

マ とな っ た り
7〕
，複数の 図書

館 で劣化調査が 実施 された りして い る こ とか ら

も
819h °川 ｝

，図書館の 現場で マ イク ロ 資料 の 劣化

に つ い て 関心が もたれ て い る こ とが わか る。2007

年 に行われた東京大学東洋文化研究所の 劣化調査
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で も，1975年以 前 に 受 け入れ た もの に酢 酸臭 の

する もの が多い とい う結果が報告され て い る
121
。

　同 じ く加水分解に よる図書館資料の 劣化 として

は酸性紙問題があるが ，対処状況 には大 きな違 い

が ある 。 酸性紙に つ い て は 図書館の 現場 で も状態

調査が 多 く実施 され て きた
131
。大 きな社 会的注

目を集め る こ と に も成功 し，紙自体 に つ い て の 化

学的研究 の 進展か ら図書館 の 枠 を超 えた 各種 の 対

策が 進み ，脱 酸処理技術の 開発や 巾性紙 へ の転換

が行わ れて きた 。

　 しか し，マ イク ロ 資料に つ い て は，状 態調査が

行われ て は い る もの の ，公開され て い る 調査結果

は紙資料の 状 態調査 に比 べ て 著 し く少 な い 。 そ

れ どこ ろか，国内 の マ イク ロ 資料に つ い て は ，正

確 な物理 単位 と し て の 所蔵数 す ら把握 で きて い な

い 。『日本 の 図書館』に は，2009年 まで 隔 年で 公

共図書 館の 「そ の 他 の デ ー タ」 と し て マ イク ロ

資料の 点数が掲 載 されて い るが， タ イ トル 数や

本数な ど何の 単位で あ るか は 不明で あ り，さ ら

に 2009 年版 で は 都 道府 県立 図書館 の 25．0％ ， rli

町村立 図書館 の 92．5％が無回答で あ る。「平成 25

年度学術情報基盤実態調査』
14］

に よれ ば，平成 24

年度末現在の 大学図書館 の マ イク ロ 資料の 所蔵数

は ロ ール フ ィ ル ム が 833，330タ イ トル ，マ イ ク ロ

フ ィ ッ シ ュ は 498
，
152 タ イ トル で あ る。 しか し，

マ イク ロ 資料の 場合には，1 タ イ トル で 数百本に

なる場 合もあ り，タイ トル だけ で は物理 的な数量

を把握 で きな い 。図書館資料 と して の マ イ ク ロ 資

料の 適切な保存の た め に は，紙の 場合 と同様 に ，

化学的 な分析 と状 態調 査 の 両 方が必 要 で ある が ，

そ うし た総合的な研究を行える段階 に は な い の で

あ る 。

L3　本研 究 の 目的

　本研究で は，質問紙調査 に よ り，日本の 図書館

におけ る マ イク ロ 資料 の 所蔵や保存 の 現状 に つ い

て の 基 礎デ
ー

タ を収集 し，現状 を分析す る こ とを

目的 とする 。

　 なお，本稿で は， ロ ール 状 フ ィ ル ム とマ イ ク ロ

フ ィ ッ シ ュ な ど の シ ー
ト状 フ ィ ル ム を総称 し て

「マ イ ク ロ 資料」 と呼 び，図書館で 作成 した資料，

購入 した資料，寄贈 ・寄託 され た資料等すべ て を

含むこ ととする 。

2．研究手法

　 まず，保存現 場 の 実態 を把握 す るた め の 訪問

調査 を 19機関 （国 立大学図書館 10．私立大学図

書館 3，公立 図書館 1，愽：物館 ・美術館 2，大 学

資料館 1，公文書館 L 地方 自治体 1）に対 して

2012 年 5 月か ら 9 月に か けて 実施 した
li）：

。 訪 問

先は 創立が古 くマ イ ク ロ 資料 を一定数所蔵 して い

ると考 え られ る機関が 多い 首都 圏，保存環境の 自

然条件が厳 しい と考えられ る北 陸地 区お よび沖縄

地 区か ら選ん だ n 聞き取 り調査お よび保存設備の

実見調査の 結果，各機関で は マ イ ク ロ 資料の 保存

に配 慮 して い る もの の ，マ イ ク ロ フ ィ ル ム保存に

関す る十分な情報が 得 られ ない た め か，劣化 へ の

対 策が 不適切 で あ っ た り，従来の マ ニ ュ ア ル で は

触れ られて い ない 劣化が 見過 ご され て い る実態が

明ら か となっ た 。

　次 に，訪問調査の 結果に基 づ き，質問項 冂を設

定し，質問紙 を作成 した 。 質問項 目の 妥 当性 の 確

認の ため ，2012 年 11 月 1 日か ら 21 目に 4 館 （国

立大学，私立大学の そ れ ぞ れ 2 図書館）に対 して

予備調 査を実施 し．聞 き取 り調査 を行 っ た。そ の

結果，回答の 選択肢の 増加や記入例の 補足 な どの

細か な修正 を行 い ，最終的 な質問票 を作成 した 。

　 本調査は，4 年制以上 の 国公私立 大学お よび大

学院大学の 全 図書館 （以 下，「大学図書館」）1，378

館，都道府県立図書館の 全 58館，NDLI 館の 合計

1
，
437館 を対象 に 実 施 した v こ れ は，『ロ本 の 図書

館 2009』
16．

に掲載 され て い る図書館 に，2010年以

降開学 の 大学図書館 を追加 し，そ こ か ら閉学や 閉

室 した図書館 と質問紙の 不達館 を除い た数で ある 。

　 質問は
一

部に 記述式を 含む選択式 と した （付録

を参照）tt 質問項 目は 全 39問 （枝番あ り）で ， 

図書館 の 館種9   マ イク ロ 資料の 所蔵状 況   マ

イ ク ロ 資料 の 運 用 ，  マ イ ク ロ 資料 の 保存管理，

  フ イ ル ム の 種類に よ る 取 り扱 い ，  フ イ ル ム の

劣化，  そ の 他の フ イ ル ム の 7 つ の カ テ ゴ リか ら

なる 。 なお，フ ィ ル ム の種類や劣化の 状況等に つ

い て は，カ ラ
ー

印刷 の 別紙に実例 の 写真を掲載 し t

回答 しや すい ように 配慮 した 。

　 2012 年 12 月 lH に 質問紙を発 送 した。同時に

紙版 と同じ内谷の ウ ェ ブ版を用意 し，紙版の 返送

ある い は ウ ェ ブ 入力 に よ る 回収 を行 っ た 。 ウ ェ ブ
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版 で は，希望館に は メ
ー

ル で 回答内容の控え を送

信 した 。

　途 中 で 督促 を行 い ，最終的 な締切 は．紙版は

2013年 1 月 31 日着，ウ ェ ブ 版 は 2 月 14 日入力

まで とした 。 ただ し，締切後に到着した 5 件の 同

答 も集計に含めた。

　2013 年 4 月に は 集計結果 を希望館 に 対 して 紙

版 （172館） また は メ ール 版 （356館）に て 報告

した 。

3，調 査結果

3．1　回答数 と回収率

　902件の 有効 回答が得 られた （囘収率 62．8％）。

こ れ は回答紙 ベ ース の 数で あ り，中央館が 代表 し

て回 答するな ど複数館をまとめ て の 回答は 1 と集

計 して い る 。

　回答方法は，ウ ェ ブ 版 が 476件 （52，8％），紙版

が 424件 （47．O％），そ の 他 メ
ー

ル に よる回答が 2

件 （0．2％） と，ウ ェ ブに よる回答が若十多か っ た 。

　表 1 に 図書館の 館種別の 回答状 況を示す 。 回収

率は，国立大学図書館や都道府県立図書館で は 8

割以 上，最 も低か っ た私立大学図書館で も 5割以

上 とな っ た 。 現状 を把握す る うえ で 十分な回答が

得 られた と い え る u

3．2　調査結果の概要

　 こ こ で は，予備調査 4件 を含めた 906件の 調査

結果の 概要 を述べ る 。 各設問に つ い て ，回答館全

体，大学図書館．都道府図書館 NDL に分 けて集

表 1 図書館 の 館種 別 の 回 答状 況

館種 送付 数 回答数 回収率

国立大学 図書館 263 212 80、6％

公 立大 学 図書館 111 76　 ［ 68、5％

私 立 大 学 図書 館 1，004 558 　 　 　 　 55．6％

都道府 県立 図書 館 58 55　　　　 94、8％

岡 立国 会図書館 1 1 100、0％

合計 1，437 902 62、8％

計 した。館種に よる比 較が 目的 では な い ため ，全

体 と館種別 の 同答に大 きな差が な い 場合 に は 全体

の 集計結果の み を述 べ ，特徴 的な 回答 に つ い て

は その 館種の 結果に つ い て 言及 した 。 なお，本調

査では個別の 図書館が特定されな い 形で 結果 を集

計・公表す るとい う条件で 回答を依頼 した 。 しか し，

NDL は所蔵数や保存管理の 状況も他の館 とは大 き

く異なる こ とか ら，改め て 許 pl
．
を得て ，各表の 最

右列に 単独 で 示すこ とと した 。 NDL が該当する場

合は 「○」，そ うで ない 場合に は空白と した 。

　割合 に つ い て は，マ イ ク ロ 資料の 所蔵の 有無を

たずね る 設問 1 〔表 2）の み ，全体で は予備調査

の 4館 と本調査の 902館 を合わせ た 全回 答館 906

館 を 100％ とし，大学図書館で は 同 じ く合計 850

館 都道府県立 図書館で は 同 じ く55 館 をそ れ ぞ

れ 100％ と して 集計 した。設問 2か ら 35（表 3以降）

で は ，設問 1で 「マ イク ロ フ ィ ル ム を所蔵 して い

る」と 回答 した図書館数 を 100％ と して 集計 した 。

つ ま り全体で は 474館，館種別で は大学図書館 （表

中 で は 「大学」）419館，都 道府県立図書館 （表

中で は 「都道府県立 」）54館 をそ れぞ れ 100％ と

して集計 した。なお t 大学図書館 と都道府県立 図

書館の 実数に は 大 きな差がある こ とに留意す る必

要がある 。

3．2．1　 マ イク ロ 資料の所蔵状況

　所蔵状況に関する回答 を表 2 に 示 した 。 全体 と

して は 回答館 の うち 474館 （52．3％）が マ イク ロ

資料を所蔵して い る （設問 1）。

　表 3 に示 した通 り，受入が 「定期的 にあ る （ユ

年に 1回以上）」図書館は 142館 （30．0％），「時 々 （数

年に 1 回程度）」ある図書館 は 80 館 （16．9％ 〉で

あ っ た （設問 10）。 約半数に 当た る 228館で は現

在 ほ と ん ど受け入 れが な い 。 た だ し，都道府県立

図書館 で は 1 館を除 く 54 館が所蔵 して お り，そ

の 85．2％ に 当た る 46館が 現 在 も定期的に受け入

れ て い る 。

　マ イ ク ロ 資料を 「定期的に （1 年に 1 回以 上）⊥

「時々 （数年 に 1同 程度）⊥　そ の 他 の 頻 度で 受け

表 2　マ イク ロ 資料 の 所蔵状況

全体 （N 旨906） 大学合計 （N ＝850） 都道 府 県立 （N ＝55）

館数 　　 　　割合 館数　 　　 　割合 館数 　 　　 　割合
NDL

所蔵 して い ない 432　 　　 　 47．7％ 431　　　 50．7％ 1　 　　 　 1．8％

所蔵 して い る 474　 　 　 52．3％ 419　　 　 　 49，3％ 54　　 　　 98．2％ O
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表 3 マ イ ク ロ 資料の 受入頻度お よ び 人手経路 〔複数回答可）

全体 （N 三474） 大学 〔N＝419） 都道府 県立 （N＝54）

館数 割 合 館 数 割合 館 数 割 合
NDL

受入頻度

定 期 的に あ る 142 30．0％ 　1
　　　一
95 22．7％　 　　 　46 85．2％ ○

時 々 あ る 80 16．9％ 177 18．4％　 　　 　 3 5．6％

ほ とん どな い 228 48．196　1224 53．5％　 　　　 4 7、4％

そ の 他 21 4・4％ 　120 4．8％　 　　　　1 L9 ％

人手経路 （複数回答可）

主 体 的に 購入 123 259％ 　 179 18．9％ 43 79、6％ ○

リ クエ ス トに よ り購 入 88 18．6％ 　188 21．0％ 0 0．0％
1

所 蔵資料の マ イ ク ロ 化 67 14ユ％
II43 10．396 23 42．6％ o

寄贈 40 8．4％ 　 135 8．4％ 4 7．4％ o
相 互 貸借 （国 内） 3 0、6％ 213 0，7％ 0 00 ％

相π 貸借 （海外） 2 O．4％ ．書．． 0．5％ 0 0、0％

その他 44 9，3％ 42 10．0％ 1 L9％ ○

入 れ て い る館の 入手経路 を複数回答可 で たず ね た

（設問 11，表 3）。 全体 で は「図書館が 主体的に購入」

が 123館 （25．9％）で 最 も多 く，「リ ク エ ス トに

よ り購入 」が 88館 （18．6％），「所蔵 資料 の マ イ

ク ロ 化」が 67 館 （14．1％） と続 い た。大 学 図書

館で は 「リク エ ス トに よ り購入」「図書館が主体

的に購 入」「所蔵 資料の マ イク ロ 化」 と順序が異

な り，そ の 他の 教 員選 書な ど に よ る購 入 も 42館

（10．0％）見 ら れ た。都道府県立 図書館で は，「図

書館が 主 体的 に 購入 」が 43館 （79．6％） と大 き

な割合 を占め ，「所蔵 資料の マ イ ク ロ 化」が 23 館

（42．6％ ） と続 い た。大学 図書 館で リ ク エ ス トや

教 員選書な どで 購人 され て きた 資料が デ ータ ベ ー

ス な ど電子的 な媒体へ 替わ っ て い る と考えられ る

一方で ，都道府県立図書館で は 4割が所蔵資料の

マ イ ク ロ 化を行 っ て い る こ とが，受入 頻度の 差の

理 由だ と考え られ る v

　所蔵数の 把握 に つ い て は，「本数 ，枚数，タ イ

トル 数 そ の 他 の 単位 （例 ： キ ャ ビ ネ ッ ト数）」

な ど何 らか の 単 位 で 管 理 し て い る 館が 416 館

（87．8％） （うち大学図書館 366 館 都道府県立 図

書館 49 館tNDL ） と大 部分 を 占め た が ，54館

（11．4％） （うち大学 図書館 49 館，都道府 県立 図

書館 5 館）は 「所蔵数は不明」で ある と回答した

（設 問 2 （1））。 「不 明」 と い う中に は ，「リ
ール 数

は把握 し て い る が マ イ ク ロ フ ィ ッ シ ュ の 総 数が わ

か らな い 」な ど，
一

部が 不明 の ため総数が わか ら

な い とい う回答 も含 まれ て い る、，

　無記 入 や単位 の 記 入が な か っ た 回答 を除外 し，

所 蔵数 を集計 した と こ ろ ，ロ
ー

ル フ ィ ル ム で は

376館 の 合計 で 179，290 タ イ ト ル，2，044，367本，

とな っ た （設問 2 （2））ft 「巻」や 「点」 と い う単

位 は 「本 」 と して 集計 した。た だ し， こ の うち

62館で は，「9 タ イ ］・ル 1，322 本」 な ど の よ うに

複数の 単位で 把握 して い た た め ，こ の 数字に は 一

部重 複が ある 。 こ の ほ か，キ ャ ビネ ッ ト単位で 管

理 して い る図 書館 が 5 館で 合計 25キ ャ ビネ ッ ト，

ケ
ース数で管理 して い る図書館が 1館で 543ケー

ス な ど の 回答があ っ た，，

　 マ イ ク ロ フ ィ ッ シ ュ に つ い て も同様 に単位が 不

明 の 回答を除外 して 集計 した と こ ろ ，279館 の 合

計 で 127，131 タ イ ト ル ．10，158，230枚 と な っ た。

「シ
ー

ト」「点」「件 」は 「枚 」 と して集 計 した 。

こ の うち 22館 で は ロ ール フ ィ ル ム 同様，複数の

単位で 把握 し て い た の で ，こ の 数字に は
一

部重 複

が ある、、こ の ほか ，箱単位で 管理 して い る 図書館

が 11 館で 14
，
387箱，キ ャ ビ ネ ッ ト単位で 管理 し

て い る 図書館 が 5 館で 合計 56 キ ャ ビネ ッ トと 12

段な ど の 回答があ っ た 。

　 タ イ トル 数 は把握 してお らず物理的な数で しか

管理 して い な い 図書館や， ロ
ー

ル フ ィ ル ム とマ イ

ク ロ フ ィ ッ シ ュ の 合計 タ イトル 数の み で 把握 して

い る 図書館 もあ っ た 。
こ の こ とは，前述の 『平成

25 年度学術情報基盤実態調査結 果報告」 で 報告

され て い る 大学図書館所蔵の ロ
ー

ル フ ィ ル ム お よ

び マ イク ロ フ ィ ッ シ ュ の タ イ トル 数 の 合計が ，必
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ず しも実態 を正確に 反映 して い る とは い えな い こ

とを示唆 して い る 。 すで に指摘 したよ うに タイ ト

ル 数は物理的な数 とは対応 しな い
：
，実際の 回答で

も，た とえば「1 タイ トル 895本」．「2 タ イ トル 2本」

の よ うに 1 タ イ トル 当た りの 物理的な数に は大 き

な開 きがあ っ た 。 管理や保存の 万針 を策定す るた

め に は 物理的な量の 把握が 不 可欠で ある が ，こ の

結果は，マ イク ロ 資料の所蔵量 を把握する ことの

難 しさを改め て浮 き彫 りにする こ ととな っ た 。

　 カ ラ ーの マ イク ロ 資料に つ い て は．所蔵 して い

な い 図書館が 258館 （54．4％）と半数以上 を 占め

たが ，所蔵 して い るか どうか 「わか らない 」とい

う回 答も 165館 〔34．8％） あっ た ，

　 マ イク ロ 資料の 蔵書 として の 位置付け に つ い て

は，「長期保存の トで 利用に 供する べ きもの 」 と

位置 付け る館が 225館 （47．5％）あ る
一

方，明確

な位置付けが な い 館が 195館 （4Ll ％ ） と同程度

あ る （設 問 4，表 4）、，た だ し t 都 道府県立 図書

館 の 88．9％ に当た る 48館や NDL で は 長期保存

の 媒体 と位置イ・1け て い る。都道府県立 図書館 と

NDL で は，「二 次的な資料，代替物で あ り，使え

な くなれ ば除籍や 買替をすべ きもの 」で あ る とい

う回答は 0 館で あ っ た 。

　長期 保存 の 手段 に つ い て の 回 答 を表 4 の 下部

に 示 した 。 全体で は 67館 （14．196），都道府県立

図書館 で は 21 館 （38．9％ ）で ，長期 保存の た め

の マ イク ロ 化が行われて い る こ とがわか っ た （設

問 5）。 「デ ジ タ ル 化 と マ イ ク ロ 化 を併用 し て い

る」図書館 も，前者で 68館 〔14．3％），後者で 23

館 （42．6％） とそれ ぞ れ 同程度 の 比 率で あ っ た 。

都道府県立 図書館で は，「マ イ ク ロ 化 を採用 して

い る」 と 「マ イク ロ 化 とデ ジ タ ル 化を併用 して い

る 」を 合わせ る と，8 割 を超 える図書館で 長期保

存 の ため の マ イク ロ 化が行わ れ て い る とい うこ と

に なる 。 「マ イ ク ロ 化か ら デ ジ タ ル 化に 切 り替え

た」図書館 もそれ ぞれ 6％ほ ど存在 して い る 。 な

お ，NDL は 「マ イ ク ロ 化か ら デ ジ タ ル 化に 切 り

替えた」 と回答 して い る。これは．デ ジ タル化に

は
“
長期保存に つ い て マ イク ロ 化 と同程度以上 の

信頼性が確保 され て い る
”　171

と し て ，2009 年度

以降の 媒体変換 は デ ジ タル 化 を原則 とす る と方針

を切 り替 えた こ とを指 して い る と考えられ る 。 「長

期保存は 最初か ら デ ジ タ ル 化で 行 っ て い る」 とい

う図書館 は大学 図書館で 15館 （3．6％）あっ たが 、

都道府県立図書館 X’
　NDL で は 0館で あ っ た 。 こ

れ は，長期保存へ の 取 り組み を開始 した時期の 違

い に よ る もの と考え られ る 。

　所蔵情報を外部に 公 開 して い るか どうか に つ い

て の 回答を表 5 に示 した （設問 6＞。 232館 （48．9％）

が 「全 て 公 開」し，158館 （33．3％ ）が 「
一

部公開」

して い るが．「公 開 して い な い （非公 開〉」 と い う

図書館 も 77館 （16，2％）ある tt 都 道府 県立 図書

館で は，「全て 公 開」が 26 館 （48．1％ ），「
一一

部 公開」

が 27館 （50．0％ ）で ，「公 開 して い な い 」 は 1館

（L9％）の み だ っ た。

　検索の 手段 に つ い て 複数 回答可 で た ずね た 結

果，368館 （77，6％）で は OPAC で 検索 で き，次

い で NACSIS 　Webcat や CiNiiB。。 ks，「国立国会図

苫館サ ーチ」や 「ゆ に かね っ と」な どの総合 目録

リ ス ト，冊子体 目録が多か っ た （設問 7）。リス ト

表 4　 マ イ ク ロ 資料 の 位 置付 け と長期保存 の 手段

全体 大学 都道府県立

館数 害1」合 館数 割合 館数 割 合

NDL

位 置 付 け

長 期 保 存 225 47．5％ 176 42．o％ 48 88．9％ 0
＿次的 な資料．代替物 21 4．4％　　　121

5．O％ 0 0．0％

明確 な位置付 け な し 195 41．1％ 191 45．6％

一
　 4 7．4％

そ の 他 33 7．0％ 29 6．9％ 4 7．4％

長期保存の 手段

マ イ ク ロ 化 67 14．1％ 46 ll．D％ 21 38．9％

デ ジ タ ル 化 に切 替 31 6、5％ 27 6．4％ 3 5．6％ ○

併 用 68 14，3％ 45 10．7％ 23 42．6％

最初 か らデ ジタル イ匕 15 3、2％ 15 3．6％ 0 0．O％
行って い な い 2δ6 60．3％ 277 66．1％ 9 16・7％ 　1
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表 5 所蔵情報 の 公 開 と検索手段

全 体

館数 割合

大学 都道府県立

館 数 割合 館 数 割合
NDL

所蔵情 報の 公 開

全 て 公開 232 48．9％ 　1206 49．2％ 26 48．1％
一
部 公開 158

　　　 ．
33、3％ ／30 31．0％ 27 50．0％ ○

非公 開 77 16．2％ 76 18．1％ 1 1．996　 1

検索手段 （復数圃答可）

OPAC 368 77．6％ 334 79．7％ 34 61．8％　
．
10

NACS 互SWebca げCiNii　Bo ｛〕k5 121 25，5％ 120 28、6％ 1 1．8％　1

リ ス ト 68 14．3％ 50 11．9％ 18 32．7％　
广1 ○

跚
．
子体 目録 42 8，9％ 31 7、4％　　　　　　内…一．一1⊥ 20．O％ 　： ○

国 立 国会 図書 食［

‘
1サ ー

チ

（ゆにか ね っ と）
23 4、9％

II　　 7
旨1

1、7％ 16 29．⊥％ ： Q

図書 とは別 DB （外部 に公 開 ） 13 2．7％ ：1
．
　　 11 2．6％ 2 3、5％

図書 とは 別 DB （外部非公 開） 4 O、8％ 3 0、7％ 1 1、8％

検紫 は で きない 7G 14、8％ 62 14．8％ 8 廴4．5％
そ の 他 96 2α3％ 84 2G，0％ 12 21．8％ 0

や冊 子体 目録 とい っ た電子化 されて い ない 検索手

段がか な り残 っ て い る こ とが わか る。一
方，外部

や利 用考 へ の 公開
・非公開にか かわ らず 「検索 は

で きない 」図書館が 70 館 （14．8％）ある 。
こ の う

ち所蔵数が不 明で あ る と回答 した 図書館 は 22 館

で ある 。 48館で は所蔵数は把握 して い るが ，利用

者 に提供する検索手段はない とい う状況で ある と

思 われ る。48館の うち 1 館は保存用 の ため利用 者

には提供 してお らず，別の 1館 で は デ ジタ ル化 し

て い るため マ イク ロ 資料は 出納 して い な い 。

　設問 6 と 7 を ク ロ ス 集計す る と，設間 6 で 所蔵

情報 を外部 に 「公 開 して い な い 」 と囲答 した 77

館 の うち，12 館が 所蔵情報 を rOPAC で 半寅索で

きる」 と回答 して い た。こ の 12 館 の うち 2 館 は

OPAC を外 部に公 開 して お らず，別の 1館で は 1

タ イ トル の 所蔵情報 の み で は あ る が OPAC で 検

索で き る。残 りの 9館 で は OPAC で 検索で きる

もの の ，3館 には館 内に リ
ー

ダが な く，3館 は マ

イ ク ロ 資料の 利用が ほ と ん ど ない こ とか ら，設

問 6 を所蔵情報 の 公開 で は な く，資料そ の もの の

公 開を問 うもの と誤解 した可能性が ある 。 所蔵情

報を外部に対 して ま っ た く公 開 して い な い 図書館

は，実際 には 67 館 で ある と考 えられ る。

3．2．2　 マ イク ロ 資料の運用

　 マ イ ク ロ 資料 の 担 当者が い る 図書館 は全体 の

158館 （33．3％），い ない 図書館が 310館 （65．4％）

と，担 当者 が い な い 図書館が 多か っ た （設問 9）。

都道府県立 図書館 で は割合 が逆転 してお り，37館

（68．5％）に 担 当者 が お か れ て い る 。 た だ し，他

業務 との 兼任が ほ とん どで，マ イ ク ロ 資料専任の

担 当者が い る と回答 した の は大学 図書館 の 1 館

（0．4％） の み で あっ た 。 NDL で も専任 の 担当者で

は な く兼任の 担 当者が い る と い う回答で あ っ た 。

都道府県立図書館 に担当者が い る割合が高い の は，

所蔵資料の マ イ ク ロ 化 を行 っ た り，定期的に マ イ

ク ロ 資料を受け入れて い るためだと考えられる 。

　運用 に関す る回答を ま とめ て 表 6 に示 した。出

納方式 に つ い て みる と，377館 （79．5％）で は 閉

架式で職員が 出納 して い る （設問 12，複数回答可 ）。

「その他」 を選ん だ の は 73 館で ，基本的には 閉架

で あるが利用者 の 身分に よ り自由に 利用 する こ と

を認め て い た り（教員 ・大学院生 は 自由など），リ
ー

ダが なか っ た り教員 の 研究室 にあるな ど の 理 由で

利用 に供 して い な い 図書館 も見 られた 。 また，保

存用 の ため 出納 しな い ，デ ジ タ ル 化済み の ため 出

納 しない とい う回答 も 1館ず つ あ っ た 。

　利用者 へ の 提供方法 は ，「館内閲 覧の み 1 で 個

人 に 対す る館 外貸 出 を行 わ な い 図書館 がほ と ん

ど で ，406館 （85．7％）で あ っ た （設 問 13）。 大

部 分 の 図書館 で は予 約不 要 で あ っ た が，59 館

（12．4％）で は事前予約が 必要で あ っ た D そ の 他，

「授業用に は貸 し出す」などの 運用 も76館 （16．0％ ）

で 見られた 。

　 マ イ ク ロ 資料の 利 用頻度 は，「1か 月 に 100名
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表 6　マ イ ク ロ 資料の 運用 （複数同答可〕

全 体

館 数 割合

　　　 人学

「癩
一

　 割 合

都道府県立

館 数 害ll合
NDL

出 納方式

開架 54 ll．4％ 47 ll．2％ 7 13．0％ 1
一

閉 架で 職員 が 出納 377 79、5％ 327 78，0％ 49 90．7％
’、
L．ノ　．一

そ の 他 73 15、4％ 66 15，8％ 7 13．o％

提 供 方法

個 人に 対す る 館外貸 出 21 4．4％ 21 5．0％ 0 0．D％

館内で の 閲 覧の み 406 85．7％ 352 84．0％ 53 98．1％ ○

＊ うち予 約不 要 347
　　　 173

．2％ 295 70，4％ 51 94．4％ ○

＊ うち予約が 必 要 59 12，4％ 57 13．696　　 ．． 2 3．7％

その 他 76 16．0％　
． 69 16，5％ 6 ll．1％ ○

リーダの 設置場所 〔複数 回答可）

専用の 閲覧 ス ペ ース 164 34．6％ 136 32．5％ 27 5Q、0％ ○

＊ うち温湿度管理 な し 142 3〔〕．0％　 1ll6 27．7％ 25 46．3％ ○

＊ う ち温湿度管理 あ り

．−
22 　　　　　 14．6％ 20 4．8％ 2 3、7％

マ イ ク ロ 資料保管場所 116 24．5％

　　　　　　一一
108

　一一r −−
25．8％

．−
　7 13．〔♪％

（
∪

一般図．青．の 閲覧 ス ペ ース 112 23．6％ 87 20，8％ 24
　1− 一．一
44．4％

一一
○

」一

そ の 他 llo 23．2％
　 　 　 　 　 　 1lO7 25．5％ 3 5．6％

リ ーダの 種類 （複数同 答可〉

PC に接 続 せ ず，閲覧 ・印刷の み

可能
300

　　　 163
．3％ 　　 　 255

　 　 　 − ．r−一一−
60．g％ 44 81、5％ ○

K 〕に接続 　閲覧 ・印刷の み可能 54 ll．4％　　　　 48
　．齟
lL5％ 5 9、3％ ○

PC に接続 ，閲 覧 ・
印刷

・
フ ァ イ ル

の 保存が 可 能
275 58．0％　　　　251　　　 1

59．9％ 23 42、6％ ○

そ の 他 72 15．2％ 　
1
　 　 67 16．0％ 5 9．3％

手袋の 着用 （複数 同答可 ）

手袋は して い ない 394 83．1％ 346 82．6％ 47 87．〔♪％ ○

ス タ ッ フ は着 用 65 13．796 56 13．4％ 8 14、8％ ○

一．

利用者は 着用 30 6．3％　125 6，Q％ 5 9．3％

程度」の よ うに活発に利用 され て い る図書館か ら，

「1年に数名」 や，過去数年間に わた っ て 利用が

な い 図書館な ど，差が 大 きか っ た （設問 14）。

　 マ イク ロ リ
ー

ダ の 設置箇所 は さまざまであ っ た

（設 問 15，複数回答可 ）。専 用の 閲覧ス ペ
ー

ス が

最 も多 く 164館 （34．6％）で あ っ たが ，そ の うち

142館で は温湿度管理がなされて い ない
、， 次 い で ，

「マ イ ク ロ 資料 の 保管場所内」が 116館 （24．5％〉，

「一般 図 書 の 閲覧 ス ペ
ー

ス 」 が 112館 （23．6％ ）

と同 じ くらい 多 く見 られ た 。

　提供 され て い る リ
ー

ダ は PC に つ なが っ て い な

い もの が 300館 （63．3％ ）で あ る が t 「PC に 接

続 し，閲覧 ・印刷 ・
フ ァ イ ル 保存が 可 能」 とい

う回答 も 275 館 （58．0％ ）と同程 度あ っ た （設問

16，複数回 答可 ）。

一方 で，「そ の 他」の 中に は，

「リーダはな い 」「リ
ー

ダは故障中で 使用 で きな い 」

「リ
ー

ダは他館 （中央図書館 な ど）の もの を使用

して もらう」 とい っ た所蔵館で は リ
ー

ダ を所有 し

て い ない とい う 40 館 リーダはあるが利 用 者に

は提供 して い ない とい う 2館が含まれて い る 。

　 マ イク ロ 資料取 り扱 い の 際に は，フ ィ ル ム を傷

つ け た り， フ ィ ル ム に皮脂が付 くこ と を避 けるた

め に ，手袋 を着用する の が望 ま しい と され て い る

が
Is］

，「手袋を して い な い 」 とい う回答が 394館

（83．1％） と最 も多 く，「ス タ ッ フ が 着 用」 は 65

館 （13．7％），「利用者 は 着川」が 30館 （6．3％），

うち 「利 用者 の みが着用 す る」 と い う図書館が 2

館 で あ っ た （設 問 17 （1），複数同答 卩∫）。 また，

「利用者 に 手袋着用を指導 して い る が従 っ て い る

とは限 らな い 」「手袋は しな い が ア ル コ ール ［の 1
ウ ェ ッ トテ ィ ッ シ ュ で 清拭する 」 とい っ た回答 も

あ っ た 。

　手袋の 素材 は木綿が 49 館 と最 も多か っ た （設

問 17 （2），複数回答可 ）。 ナ イ ロ ン ，ポ リエ ス テ
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表 7　 マ イ ク ロ 資料 の 保存場所 （複数回 答 叮）

全体

館数 割合

大学 都道府県 立

館 数 害1拾 館数 割 合
NDL

マ イ ク ロ 資料の 保存場所 〔複 数凹 答 ロ∫）

マ イク ロ 資料専用 の 独立 した 部屋 129 27．2％ ll9 28．4％ 9 16、7％ ○

一
般 図書 以 外の 資料 と

一
緒 の 独 立

した 部屋
99 2〔〕．9％ 87 20．8％ 12 222 ％

マ イク ロ 資料専用 の ス ペ ー
ス 94 19，8％ 77 18，4％ 16 29，6％ Q

一
般 図書 と同 じ スペ

ー
ス 186 39．296 161 38．4％ 24 44．’1％ o

その 他 74 15．6％ 62 14．8％ 12 22．2％

保存場所 の 空調管理 〔複数 回答 叮）

空調 管理 あ り

　　一
258 54．4％ 216 516 ％ 40 74．1％ ○

★
うち 24時間 150 31．6％ 133 317％ 16 29．6％ ○

雲
うち開館時 間内の み 108 22．8％ 83 19、8％ 24 44．4％ 0

空 調管理 な し 249 52．5％ 221 52．7％ 28 51．9％

温湿 度の 設 定 〔複数回答可）

温 度 の み 144 30、4％ 130 31．0％ 14 25．9％

湿度 の み 22 4，6％ 19 4．5％ 3 5．6％

温度 と湿 度の 両方 86 18、1％ 68 16．2％ 17 　 3工．5％一．「一． C｝

ど ち ら も設定で きな い 240 50，6％ 211 5〔｝．4％ 29 53．7％

湿度 管 理 の
一
「：夫 〔複 数 回 答 可 ）

乾燥 剤 166 35、0％

特 に な い 155 32、7％

除湿 機 106 22，4％
調 湿 剤 4五 9．3％

湿度調整機能付 きキ ャ ビ ネッ ト 23 49％

13314896331631、7％ 33 61．1％

35，3％ 7 13．o％

22、9％

7、9％

3．8％

0　

lll一
6

18．5％

20．4％

ll．1％

その 他 ‘例 ；空調で 管琿 〕 139 29．3％ ll9 28、4％ 19 35．2％

○

○

温湿度 デ
ー

タの 記録 〔複 数 回 答可 ）

　 データは と っ て い な い

　 デ
ータ ロ ガー

　温 湿度計 を設揖 し．定期 的に 記 録

　 空 調 機 で 記 録

　毛 髪式狙湿度記録耐
’

　 その 他

386 81．4％

35 7．4％ 一
35 7．4％

ll 2．3％

6 1．3％

13 2．7％

3442930

　 7

　510

ル と い う回 答が 1館ず つ あ り，不 明 と い う回答

（「お そ ら く木綿だが止確には不 明」 とい う回 答を

含 む）が 17 館か らあ っ た 。

3．2．3　マ イク ロ資料の保存管理

　 マ イク ロ 資料 の 保存場所は ，温湿度管理が可能

な独立 し た区画で ，他の 資料 と一緒で は な く，フ ィ

ル ム 専有である こ とが 望 ましい ，， 表 7 に示 した よ

うに，全体で は 「
一

般図書 と［司じス ペ ー
ス （独立

した部屋 で は な い ）」が 186館 （39．2％ ） と最 も

多 く，マ イク ロ 保存庫な どの 「マ イ ク ロ 資料専川

の 独 立 した部屋」で 保管 して い る 129館 （27，2％ ），

貴重書や DVD な ど 「一般 図書以外 の 資料 と一緒

の 独立 した部屋 」 が 99館 （209％） と続 く （設

問 18，複数回答可）。 都道府県立図書館で は，「マ

イク ロ 資料 の ス ペ ース （独立 した 部屋で は ない ）」

が 16 館 （29，6％ ） と 二 番 目に多 く，「マ イ ク ロ 資

料専用 の 独立 した 部屋」 は 9 館 （16．7％ 〉 と割合

が 若干低 い 。 専用で あ るか どうか を問わず独 立 し

た部屋 が ある の は 228館 （48．1％ 〉，独 立 した 部

屋で ある か ど うか を問わず マ イ ク ロ 資料専用 の場

所 を もつ の は 223館 （47．0％） と，そ れぞ れ半数

程度 とい うこ とになる ，、

　また，こ の 表か らは，マ イク ロ 資料が 図書館内

の 複数の 場所 に分散 して 所蔵 され て い る こ とがわ

か る。設問 20か ら設 問 23 まで の 保存場所の 温湿

度管理に 関す る回答を 見るに は，こ の こ とをふ ま

え る 必 要が ある ，，なお，大学図書館の 中央館 に限 っ

た設 問 35 （複 数回答可 〉か らは，図書館以 外で

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



Japan Society of Library and Information Science

NII-Electronic Library Service

Japan 　Soclety 　of 　Llbrary 　and 　工nformatlon 　Sclence

138　H 本図書館情報学会誌　Vol．60，　No．4，　Dec，2014

も教員の 研究室 （59 館 （12，4％ ）〉や 学内 の 研究

所等 （36館 （7．6％）） に もマ イク ロ 資料が所蔵さ

れ て い る場合 もある こ とがわか っ た 。

　収蔵ス ペ
ー

ス 内で の マ イク ロ 資料の 収納は，マ

イク ロ 専用 キ ャ ビネ ッ トが 354館 （74．7％） と大

多数 を 占め た が，
一

般の 書架 も 151館 （31．9％ ）

で 使われ て い た （設問 19，複数同答可）。

　 マ イク ロ 資料の 保存 にお い て は湿度の 管理 が

非常 に 重 要 と な る ， 表 7 に 示 した ように ，258館

（54，4％）で は，保存場所 （複 数 の 保存場 所があ

る場合に はそ の うち少な くとも
一

か所）の 空調 を

管理 して い る。 しか し，24時問空 調 を行 っ て い

る場所が ある 図書館 は 150館 （31．6％） で ，残る

108館 （22．8％）に は開館時 間内の み，ある い は

夏期な ど特定の 季節の み，空調管理 して い る場所

が ある （設問 20，複数回答可）． 半数強の 249 館

（52．5％）に は空 調管琿 を行 っ て い な い 保存場所

が 少な くと も
一

か所 ある 。 た だ し，こ の うち 23

館に は 保存場所が 複数あ り，別 の 保 存場所で は空

調管理 して い るため，保存場所 （複数の 保存場所

が ある 場合に はす べ て の 保存場 所） の 空 調管理 を

まっ た く して い ない 図書館は 226館 とい うこ とに

なる 。

　 ただ し，表 7 か らわか る ように，空調があ っ て

も集中 管理 され て い る と い っ た理 由で 温度 と湿

度の 「どち ら も設定 で きな い 」図書館が 240館

（50．6％） と半数を占め て い る （設 問 21 （1），複

数回答可 ）．）「温 度の み 設定で きる」図書館は 144

館 （30．4％〉，「温度 と湿 度の 両 方が 設定で きる」

図書館は 86 館 （18．1％ ），「湿度の み 設定 で きる」

図書館 は 22館 （4．6％）で あ っ た．， つ まり，湿度

が 設定で きる 図書館 は ，合計 108館 （22，7％） の

み である。

　保存場所の 湿度管理の た め に 使用 して い る もの

に つ い て の 同答 を表 7 に示 した （設 問 22，複数

回答可）」166館 （35．0％ ）が 「乾燥剤」 を，106

館 （22．4％）が 「除湿機」 を使用 して い る が，湿

度管理の 工 夫を 「特 に して い ない 」図書館 も 155

館 （32，7％）ある 。 なお，空調で 管理 して い る場

合は 「そ の 他」に含まれ て い る。

　 表 7 の 最下部 に温湿度デ
ータ の 記録に つ い て の

回答を まとめ た。386館 （81．4％）の 図書館は 「デ
ー

タ をと っ て い ない 」（場所が ある） （設問 23 （1），

複数回答 凵D 。温 湿度管理 して い る 258館 に限 っ

て も，そ の 64．O％に当たる 165館で デ
ー

タ をとっ

て い ない （場所が ある）。 確認ある い は記録 する

手段 と して は．「デ
ー

タ ロ ガ
ー

を設 置」と 「温湿

度計を設置 し，定期的に記録」が 多く，どちら も

それぞれ 35館 （7A％）で 実施 され て い た 。 「その 他」

の 中 には，「温湿 度計や空調 機で 目視で の 確 認は

して い るが 記録は して い な い 」 とい う 4館が含 ま

れ て い る 。

　収納谷器お よび帯 とい っ た包材 や ロ
ー

ル フ ィ ル

ム の リール （芯）の 材質を表 8 に 示す 。 収納容器

は，か つ て は金属で 密閉する の が よい と され て い

た が ，現在は 適切 な環境 で 劣化が ひ ど くな い フ ィ

ル ム で あれ ば，中性紙の箱 など通気性がある もの

が望 ま しい と考え られ て い る
19／

。

　収納容器 と して 「紙 の 箱」 を使っ て い る図書館

が 417館 〔88．0％〉，次 い で 「プ ラ ス チ ッ ク の ケ
ー

ス」

が 181館 （38．2％） と多い が ，［金属の 缶」 も 58

館 （12．2％ 〉 と
一
定数見 られた （設問 24 （1），複

数回答可）。

　 ロ
ー

ル フ ィ ル ム に 巻 く帯 も 「紙 」 が 391 館

（82．5％ ） と最 も多い 、t しか し，「輪 ゴ ム 」 も 32

館 （6，8％ ）で 使わ れ て お り，資料 へ の 悪影響が

懸念 され る （設問 25 （1），複数回答可）。

　箱 と帯 に 使 わ れて い る紙 の 種類 は，「酸性紙」

とい う回答は それぞ れ 8．2％ ，5．9％ と少 な く，「中

性紙」はそれぞれ 34．8％ ，33．8％ で あ っ た （設問

24 （2），25 （2＞，複数回答可 ）。 しか し，「索材不明」

の 場合が最 も多く，それ ぞれ 54．6％ ，48．7％ ある，、

　 リ
ール は，通気性の ある構造 を もっ た非金属の

素材が望ましい
。 実態 として も 「有孔 プラ ス チ ッ

ク」が 354館 （74．7％）と最 も多 くの 図書館で 使

われ て お り，「無孔プ ラ ス チ ッ ク」が 192館 （40，5％ 1

と続 く （設 問 26，複数回答 ロ∫）。しか し，「金属」

素材 も 66 館 （13．9％ ）で 依然 と して 使われ て お り，

注意が必要で ある 。

3．2．4　フ ィ ル ム の種類によ る取 り扱 い

　表 9 に フ ィ ル ム の 種類 に よる取 り扱 い の 区別の

有無 を示 した 。 原則 と して，ネガ フ ィ ル ム （以

下，ネ ガ 〉は保存用，ポ ジ フ ィ ル ム （以 下，ポ ジ）

は利用の ための もの だと想定 され て い るが ，別 の

キ ャ ビ ネ ッ トに入 れ る，ネガ は利 用 に供 さな い

など取 り扱 い に 区別 を設けて い る と こ ろ は 38館
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表 8　包材の 材質 （複数回答可〉

全体 大学 都道府県立

館数 割合　 … 館 数 割合 館数 　 　 　 割 合
NDL

収納 容器

紙 の 箱　　　」 「 417 88．0％ 365 87ユ％ 51 944％ ○

プ ラ ス チ ッ クの ケ
ー

ス 181 38．2％ 162 38．7％ 18 33，3％ 匹
金 属 の 缶 58 工2、2％ 55 13．1％ 3 5．6％

3

わ か らな い 20 4、2％ ……
　 　 　 Ih20

4、8％ 〔） 0．0％

その 他 12 2，5％ i． 11 2、6％ 1 1．996
齟

帯尸
紙 39／ 825 ％ 337 80、4％ 53

　 　 　 　 …．
98．1％ ○

　 輪 ゴ ム
ー．…．广耐．」岫一一一「「内π｝ヒ ゴ 32 6．8％ 32 7．6％ 0 o．o％

わか らない 47 9、9％ 盟 11．2％ 0 o．o％

内1欄广、“帽．．　

　 使 っ て い な い．「「「鞘「广、．肖广 」「 内 」 31 6、5％ 31 7，4％ 　 0「「 G．0％

その 他 20 4．2％ 19 4、5％ 1 1．9％

リール一一「．．．广圃一广．…内「一．．「内尸「一．…．w内．「「「「、ヒ」罰7繭广」晒．广ゴ
　 金 属

　　　「
66 13．9％ 58　　「 13、8％ 喜

’
14，8％

有孔 プ ラ ス チ ッ ク　　　　　　　　「 ヒ354 74．7％ 301 71．8％ 52 96．3％ ○

無孔 プ ラ ス チ ッ ク 192 40．5％ 170 40．6％ 21 38．9％ o
わか ら な い 67 14．1％ 67

ヒ
16．0％ D 内圃0．O％

使 っ て い な い 17 3．6％ 17 4．1％ 0 0，0％

そ の 他 ll 2、3％ ll 2．6％ o o．o％

表 9 　フ ィ ル ム の 種類 に よ る 取 り扱い の 区別 （複数 囘答 可 〕

全体

館数 割合

大学 都 道府 県立

館数 割合 館数 割 合
NDL

ネガ とポ ジ

別の 取 り扱 い　　　　　　　　　　　　　　　「 38　　　　h8 、0％ 16 3．8％ 21 38．996 ○

区別 な し 304 64．1％ 279 　66，6％「 25 46．396

ネガ所蔵 な し 36 7．6％ 31 7、4％ 5　　「 9．3％

ポ ジ所蔵 な し 19 4．0％ 17 4．1％ 2 3．7％

わ か ら な い ア0 14．8％ 69 16．5％ 1 1．9％

TAC と PET

別 の 取 り扱 い 21 4．4％ 12 2，9％ 9
　　　　．
16ヱ廴 1

区別な し 195 4ユ．ユ％ 166 39．6％ 28 5L9％

｝冖w」．｛凵一
　　 〇

TAC 所蔵 な し 1／ 2．3％
II9

2ユ％ 2 3．7％

PET 所 蔵な し 3 0．6％　閲内内
…

1． 3 o．796 o 0．0％

所蔵状況 や 扱い の 区 別は わ か

らない
138 29ユ ％

　　　　ヨ

3129

30，8％ 9 16．7％

区 別 を よ く知 らな い 93 19，6％ 87 2。醐 6 一i！，工％

感光材 料

別 の 取 り扱い 蓬 O．896 　 　 　 2
…

O．5％ 2　　」 3、7％

区別な し　　　　　　　　　　　　　　　圃ユ8Q　　　138 ，0％ …　 160 38．2％ 19 35．2％ ○

ジ ア ゾ所蔵 な し 29 6，1％ 17 4．1％ヒ 12 222 ％

ベ シ キ ュ ラ所蔵 な し 27 5．7％　
i14

3，3％ 13 24．1％

特に 気に して い ない 79 16．7％ 72 172 ％ 7 13，0％

わ か らな い 166 35，0％ 153 36、5％ 13 24ユ％

（8．0％） の み で ，304館 （64．1％）で は 区別 して

い なか っ た （設 問 27 （1））。わ か らな い と い う回

答 も 70館 （14．8％） あ っ た 。 た だ し，都 道府 県

立図書館 の 21館 （389％）や NDL で は取 り扱 い

に 区別を設けて い た 。

　具体的な区別に つ い て は 36館か ら呵答が あっ
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．
表 10　 ビ ネガー

シ ン ドロ ー
ム の 発生

全体
1

大学 都道府県立

館数 害1」合　
．1

館数 割合 館数 割合
NDI 、

保存場所で 酢酸臭が す る 123 25．9％ 96 22．9％ 27 50．0％

個別の フ ィル ム から酢酸臭 がす る 87 18．4％ 74 17．7％ 13 24．1％

発生 した こ とが あるが 対処 済み 36 7．6％ 26 6．2％ 9 16．7％ Q

発生 してい ない 98 20．7％ 91 21．7％ 7 13．0％

わ か ら ない 136 28，7％ 134 32，0％ 2 3．7％

た （設 問 27 （2））。 33 館 が ネ ガ は利 用に 供 さず，

その うち 17館 は保存 ス ペ ー
ス やキ ャ ビ ネッ トを

分 けて い た。

　設問 11とク ロ ス 集計する と，取 り扱 い に 区別

を設けて い る 38 館 の うち，所蔵資料 の マ イ ク ロ

化 をして い る の は ち ょ うど半数の 19 館で あっ た n

また，所蔵資料 の マ イ ク ロ 化 を行 っ て い る 67館

の うち，取 り扱 い に 区別 を設け て い る の も 19 館，

区別 して い ない の が 41 館で あ っ た 。 所蔵資料 の

マ イク ロ 化の 実施が ，保存用 ネガと閲覧川 ポ ジ と

して 区別 して 管理す る こ とに直結する と は 限 らな

い こ とが わかる。

　 フ ィ ル ム の 支持体に は TAC と PET の 二 種類 が

ある 。 冒頭 で 述 べ た よ うに ，TAC は加水分解に

よ っ て酢酸を生 じる ビネガ ーシ ン ドロ
ーム を発症

す る場 合が あるた め，PET とは別の キ ャ ビネ ッ ト

に 入れ る こ とが 望 ま しい 。 しか し，「TAC と PET

で は別 の 取 り扱 い を して い る 」図書館 は 21 館

（4，4％）の み で あっ た （設問 28（1）〉，，195館（41．1％）

が 「取 り扱 い に 区別 は設け て い な い 」が ，「所蔵

状況や扱 い の 区別は わ か らな い 」図書館が 138館

（29．1％），さ らに 「TAC と PET の 区別に つ い て

は よ く知 ら な い 」図書館が 93 館 （19．6％）で あ っ

た 。 「TAC とPET の 区別 につ い て はよ く知 らな い 」

とい う回答には，そ もそ もTAC と PET とい う支

持体に つ い て 知 らな い 場合と，見分け方を知 ら な

い 場合の 両方が含 まれて い る と考えられ る。TAC

と PET で は必要 な保存環境 が異な る た め ，フ ィ

ル ム の 支持体 の 種類 を取 り扱 い の 区別の 基本 とす

べ きで ある が ，その こ とに 対す る認識が高 くない

こ とが わか る 。

　感光材料の 違い に つ い て は，最 も一般的で 長期

保存に向く 「銀塩⊥ 安価で あるが 経年に よる褪

色が起 きやす くそ もそ も長期保存 に は向か な い

「ジア ゾ」，熱に弱 く劣化 に よ り酸i生ガ ス を放出す

る 「ベ シ キ ュ ラ 」で の 取 り扱 い の 区別を質問 した

（設問 29 （1））
20 ／

。 「別 の 取 り扱 い を して い る」 の

は 4 館 （0．8％ ）の み で ，180館 （38．O％ ）が 「取

り扱 い に区別を設け て い な い 」。 さ らに 「特 に気

に して い な い 」が 79館 （16．7％），「わ か ら な い 」

が 166館 （35．0％ ）で あ っ た 。

3．2．5　フ ィ ル ムの劣化

　劣化状況に つ い て は ，凵常的な業務の 中で 気付

く範囲 の こ とに つ い て回答 を求め た
ZP
。

　 ビ ネガ
ー

シ ン ドロ ーム の 発生状況 を表 10 に示

す 。 「保存場所で 酢酸臭が する」 123館 （25．9％ ）

と 「個 別 の フ ィ ル ム か ら 酢酸臭 が す る 」87館

（18．4％） を合 わせ る と，210 館 （44．3％ ） と半数

近 い 図書館で 発生 して い た 〔設問 30）。 36館 （7，6％：1

の 図書館 で は過 去に 「発生 した こ とが ある が対処

済み 」で あ っ た 。 大学図書館では発生 して い るか

どうか は 「わか らない 」 とい う回答が最 も多 く，

134館 （32．0％）で あ っ た。

　都道府県立 図書館 で は，「わ か らない 」の は 2

館 （3．7％ ）の み で あ っ た 。 「保存場所で 酢酸臭が

す る」27 館 （50．0％ ）と 「個別の フ ィ ル ム か ら酢

酸臭がす る」 13館 （24，1％）を合計する とt 回答

館の 74．1％で現在発生 して い る こ と に な り，さら

に過去 の 発生例 も含め る と 90．8％ で 発生が確認さ

れた 。 「わか らな い 」とい う回答が 2 館の み で あ っ

た こ とか ら も，こ れ は，都道府県立 図書館で 多く

発生 して い る とい うよ りは，発生 が認識 され て い

る とい うこ とを意味して い る。都道府県立 図書館

で は長期保存 と して位置付け る と こ ろが 大部分で

あ っ たこ との 反 映だ と考えられ る。

　表 11 に ビ ネ ガ
ー

シ ン ドロ ーム 以外 の 劣化 に つ

い て の 回答を まとめ た （設問 31）。 lll館 （23．4％）

が 「ビネガ
ー

シ ン ドロ
ー

ム以外の 劣化は ない 」 と

回答 した 。 劣化 として は，「フ ィ ル ム 同士 の 貼 り

付 き」が 52館 （ILO％） と最 も多 く，フ ィ ル ム
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表 11 ビ ネガー
シ ン ドロ

ー
ム 以外 の 劣化の 発生 （複数同答可）

全体
1

大学 都道府県立
1

館 数 割合 館 数 割合 館数 割 合
NDL

ない 111 23．4％ 90 21．5％ 21 38．9％
フ ィ ル ム の 貼 り付 き 52 ll．  ％ 42 10，0％ 10 18，596
銀 鏡 化 33 7，0％ 30 7，2％ 2 3．7％ 愉
カ ビ 17 3．6％ I　　 l7 4．1％ 0 0．096
ブ レ ミ ッ シ ュ 16 3．4％ 14 3．3％ 1 1，9％

黄 褐色の 斑 15 3．2％
I

　　 l4 3．3％ 1 1．9％

わ か らな い 274 57．8％ 252 60．1％ 22 40．7％

そ の 他 26 5．5％ 22 5．3％ 4 7．4％

表 12　実施 した対策 （複数回 答可 ）

全体 大学 都道府 県 、7

館数 割 合 館 数 割 合 館 数 害恰
NDL

ロ
ー

ル の 巻 き直 し 99 20．9％　　　 ． 71 16，9％ 27 50．0％ ○

包材 の 交換 98 20．7％　369 16．5％ 28 51．9％ ○

空調 の 導人 89 18．8％ 82 工9．6％ 　 6．ゴ 11．1％ ○

廃棄 や買い 替 え 62 13、1％ 46 11．O％

　．一一．
15 27，8％ ○

特 に対策 な し 249 52．5％ 237 56．6％ 12 22．2％

その 他 60 12．796 48 11．5％ 12 22，2％

の 表面 に 銀色の 光沢が生 じる 「銀鏡化」が 33館

（7．0％），「カ ビ が 発生 して い る」が 17館 （3．6％）

で ， フ ィ ル ム の 表面に 赤 っ ぽ い 斑 点が生 じた り全

体が 黄変す る 「ブ レ ミ ッ シ ュ 」が 16館 （3．4％），

「フ ィ ル ム の 表面に黄褐色 の斑が生 じて い る （硫

黄臭がする場合 もある）」が 15館 （3．2％）と続 く，，

合計す る と，133館 （28．1％）で 劣化が見 られた

こ とにな る。た だ し，「わか らな い 」 と 回 答した

図書館が 274館 （57．8％）と半数以上 を占め て い た u

　最 も多 く見 られ た フ ィ ル ム の 貼 り付 きの 中 に

は，TAC ベ ース の マ イク ロ 資料の 劣化だけで は な

く，PET ベ ー
ス に 生 じる 「フ ェ ロ 化 」 と呼ば れ る

水分に よ る 異常現象 も含 まれる の で は ない か と考

え られ る 。
こ の 現象は東京大学経済学部 の 状態調

査で 報告 されて い る ほ か，筆者 らの訪問実態調査

で も複 数館 にお い て 発 生 が確認 され て い る 。 ただ

し，発症要因や メ カ ニ ズ ム は十分 に解明 されて い

な い
22）
。今 回 の 質問紙 調 査 で は PET に 生 じた 異

常で ある の か ど うか まで は確認で きなか っ た が．

フ ェ ロ 化 も特殊な事例 で は な く，
一

般的な異常現

象 と して調査する 必要がある こ とを示 して い る 。

　劣化の 状況に 関わ らず過去に実施 した こ とが あ

る対策を表 12に示 した。「ロ
ー

ル の 巻 き直 し」99

館 （20．9％ ），「包材 （収納容器，帯，リ
ー

ル ）の 交換」

98館 （20．7％），「空調の 導入」89館 （18．8％），「劣

化 フ ィ ル ム の 廃 棄や 買い 替え」62 館 （13．1％ ）の

順 に多かっ たが，半数強の 249館 （52．5％）で は 「特

に対 策 は取 っ て い な い 」 と回答 した （設問 32）。

　 18．1％ に あた る 86館が過去 に なん らかの 劣化

調 査 を行 っ て い るが （設問 33＞，そ の 結果 を 「公

開 して い る」 と回答 した と こ ろ は大学図書館の 2

館お よ び NDL の み で あ っ た （設 問 34（1＞）。 また ，

別の 1館 は機関 リポジ トリで 結果を公 開して い る

と回答 した （設 問 34 （2）〉。 そ の 他 に も部分 的 に

調査結果を公開 して い る こ とが確認で きた図書館

が 2 館はある もの の ，調査 を実施 した こ とが ある

図書館数に対 し公開数は非常 に 少ない
。

4． 日本の 図書館に お ける マ イクロ 資料の 保存

　 の現状

　本 研究で は，四 年制大学 図書館，大学 院大学図

書館，都道府県立 図書館，国立 国会図書館に 質問

紙 に よ る悉皆調査 を行 っ た 。 62．8％ の 有効回答が

得 られ，国内の マ イク ロ 資料 に つ い て 基礎 的な

デ ータ を収集する こ とが で きた 。

　マ イク ロ 資料は回答館の 半数強で所蔵 され てお

り，特に 都道府県立 図書館で は 1館 を除 く 54館
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で 所蔵 されて い た 。 所蔵館の 半数以上 は，マ イ ク

ロ 資料 を長期保存 の 媒体 と して 位置付 け．約 半数

の 館が数年に 1［口1程度以 h の 頻度で 受け人れ を続

けて い た。こ の こ とは，マ イク ロ 資料 の 図書館資

料 として の 重要性 を示す もの で ある 。

　特 に，都道府県立図書館で は マ イク ロ 資料 を長

期保存の 媒体 と して位置付け，現在で も定期的に

受け入れ て い る 割合が高 く，所蔵資料 の マ イ ク ロ

化 も 4 割で 行われ て い る 。 その ため 全体的に マ イ

ク ロ 資料 へ の 意識が 高 く，その こ とが ネガ とポ ジ

の 取 り扱 い の 区別や，TAC と PET と い う支持体

に よ る基本的な取 り扱 い の 区別，マ イ ク ロ 資料の

状態の 的確な把握の割合の高 さとい っ た管理状況

に 反映 して い る と考え られ る 。

　一方で は，所蔵数が把握で きて い ない 図書館が

1割存在する こ と，物理的な量 もし くは タ イ トル

数の どち らか で しか管理 して い な い 図書館 もあ る

こ とが確認 され た 。 保存計画 を策定す る た め に も，

またそ の ため の 状 態調査 を行 うに も，予算措置を

講ずる に も，所蔵資料の リ ス ト化 と物理的な量の

把握は不可 欠で ある こ とを考 える と，こ うした状

況が マ イ ク ロ 資料の 保存を進め る うえで の 大 きな

障害 とな っ て い る こ とが懸念 され る。

　 また，所蔵す る マ イ ク ロ 資料 の 検索 の 手段 が

ま っ た くな い 図書館や，マ イ ク ロ 資料は所蔵 して

い る もの の リ
ー

ダはな い ，ある い は故障中で ある

な どの た め に 利 用 は で きな い と い う図書館 も一定

の割合で 存在す る こ とが明 らかにな っ た 。 マ イク

ロ 資料の 利用頻 度には大 きな差が 見 られたが ，所

蔵情報が どの 程度わか りや す く利用者に伝 えられ

て い るか とい うこ との 影響もある の ではな い か と

考えられ る 。

　 現在あ る い は過去 に ビ ネガ ーシ ン ドロ ーム が発

生 した 図書館は 少な くとも 4割ある 。 しか し，そ

れ に もかか わ らず 24時間空 調管理 が可能な の は

3割，特 に湿度管理が可 能な の は 2 割の み で あ っ

た 。 ビネガーシ ン ドロ ーム は加水分解に よ り発生，

進行す るため，湿度の 管理 が非常に重要となるが，

根本的 な対策で ある 環境改善が 進ん で い な い 現状

が明 らか に な っ た。

　 マ イク ロ 資料 の 保存 の 規格で ある JIs規格 CJIs
Z6009 ：1994）

231／
で は，保 存用 フ ィ ル ム を対 象と

した 永久保存条件 と して ，温度は 21℃ 以下 ，相

対湿度は TAC で 15　一　40％，　 PET ベ ース で 30 〜

40％ ，TAC と PET を同 じ場所で 保存する場合
一
に

は 30％ とい う厳 しい 保存 の 条件が推 奨 され て い

る u 高温多湿の 日本にある 多 くの 図書館で はそ の

実行は難 しい だろ う。 また ，利用者 に提供する 際

に、閲覧場所 と保管場所の 環境の 差が大 きす ぎる

と，か え っ て劣化の 原因 とな る とい うこ とも考 え

な くて は な らな い 。 しか し，ビ ネガーシ ン ドロ ー

ム に よ る さまざまな影響 を 考えた場 合，閲覧用

フ ィ ル ム で あ っ て もベ ー
ス が TAC で あれ ば，温

湿 度，特に湿度の 制御は 必要だ ろ う。

　 また， フ ェ ロ 化や銀鏡化 の よ うに従来の マ ニ ュ ．

ア ル
24125鋤

で はあま り触れ られて い ない 劣化が 見

過 ご され て い る実態 も確認 され た，： マ イ ク ロ 資料

保存 の 手引 きと して は，NDL の 簡便なパ ン フ レ ッ

ト 『マ イ ク ロ フ ィ ル ム 保存の ため の 基礎 知識」
L「n

が 2012年 8 月に改 訂され て い るが ，十分 に活用 さ

れ て い る と は い えな い 状況で ある とい え る。

　 ビ ネガー
シ ン ドロ

ーム が進行する と，そ の 資料

の み ならず，同 じス ペ ース に ある他の マ イ ク ロ 資

料や紙資料，さ らに設備や 人体 に も悪影響 を及ぼ

す恐れがある が，調査結果か らはそ うした認識 が

薄い こ とが うかが える。た とえ ば，温湿度管理 が

可 能で ある とい う理 由に よ る と考え ら れ る が ，貴

重 書や DVD な どと同 じ部屋 に保存する な どの 不

適切な対策が講 じられ た り，逆 に対策に困っ て 放

置 された りして い る場合が あ り，注意 を要する。

　 今後は，担当者の 有無や利用頻度，設置母体，

マ イ ク ロ 資料の 位罹付け とい っ た回答館に よるば

らつ きが大 きか っ た観点か ら の 回答結果の 詳細 な

分析や，困 っ て い る点な どに つ い て 自由に記述 し

て もら っ た設問 38 の 質的分析，各図書館 に よ る

劣化調査 の 結果 を利用す る許 口亅
’
が得 られ た もの に

つ い て の 分析を進め る こ と に よ り，日本の 図書館

におけ る マ イク ロ 資料の実態を一
層明確に把握で

きる よ うに する 予 定で ある 。 さ ら に ，文書館な ど

図書館以外の 機関が所蔵する マ イク ロ 資料の 基礎

的 デ
ー

タ の 把握や
28，
，マ イ ク ロ 資料 の 保存 の ガ

イ ドを策定する こ とを目指す 。

　 なお，こ の調査は ，科学研究費補助金 （基盤研

究 （B））「文化資産 と して の マ イ ク ロ フ ィ ル ム 保

存 に 関す る 基礎研 究 ： 実態調査 か ら の 実 証的 分

析」（課題 番号 ：24300094，研究代表者 1小島浩之〉
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『マ イ ク ロ フ ィ ル ム 保 存 の 手 引』 凵本 両 像 情 報 マ ネ

ジ メ ン ト協 会，2QO5，11p，　 http：！fww ．jiima．or．jpf
micr ・1pdf！Micr。film−hoz。 n，pd£ （参照 2014−0604）．
1第 4 章　 マ イ ク ロ フ ィル ム の 保存」 『デ ジ タル

時代の マ イ ク ロ フ ィ ル ム 入門』 冂 本画像情報 マ

ネジ メ ン ト協会．2011，p．39−45．
国 赫 司会 図 書館 収集書誌部資料保存課編 「マ イ ク

ロ フ ィ ル ム 保存 の た め の 基礎知 識』，国 立 国 会 図

書館，2012，7P．　 http：〃www ．nd1 ．go・jp／jp／aboutusf

preservation／pdf／micr ・film2012．pdf．（参 照 2014−

06−04）．

文書館 に お ける マ イ ク ロ 資料 の 状況 につ い て は，
29館 とい う限 定的 な 回 答数 に基 づ く もの で は あ

る が，1993年 に 簡学．な報告 が 行 わ れて い る。 田

中康雄 「文書館 に お け る 資料保存 とマ イ ク ロ フ ィ

ル ム 」「資料 保存 と メ デ ィ ア の 変換 ： マ イ ク ロ

フ ォ
ー

ム 化 を中心 に 」 国 立 国 会 図 書館編 ，日本

図 書館協会、1994，p．　45
−80，
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The  Current State of  Preservation of Mierofilm Materials Held in Japanese Libraries:

          Based on  a  Comprehensive Questionnaire Survey of  University

                          and  Prefeetural Libraries
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  This study  investigated the current  state  of preservation of microfilm  materials  held in Japanese li-
bra[ries by a  questionnaire sur'vey  ef  all university  libraries except  junior colleges,  graduate  university

libraries, prefeetural libraries, and  the National Diet Library A  total of  906  valid  responses,  comprising

902 complete  questionnaires (response rate  62,8%) and  4 pretest results,  were  analyzed,  474 libraries

(52,3%) had mierorum,  ofwhieh  47,5% regarded  mierofilm  as  a  long-term preservation  medium,  30,O%
still regn1arly  acquired  mierofilm  more  than  onee  a  yea4  but 11.4%  of  libraries did not  know  the exaet

amount  of  their mierofilm  holdings, 24-hour air-eonditioning was  ayailable in only  150 libraries (31.6%)
and  humidity eontrol was  possible in only  108 libraries (22.7%). 44.3% of  libraries had notieed  the occur-

rence  of  vinegar  syndrome,  the most  typical kind of deterioration. Since hydrolysis eauses  and  aceeler-

ates vinegar  syndrorne,  humidity control  is crueial  for mierofilm  preservation. Howeveg  the present
results  showed  that the conservation  environment  has not  been signifieantly  improved.


